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光
陰
矢
の
如
し
。
町
政
の
舵
取
り
を
任
せ
て
い
た

だ
い
た
２
期
８
年
を
振
り
返
っ
た
想
い
で
す
。　
　

　

50
年
後
の
将
来
を
見
据
え
た
大
口
町
の
発
展
に
寄

与
す
べ
く
、
日
々
、
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
令
和
３
年
に
は
、
平
成
28
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
第
７
次
大
口
町
総
合
計
画
」
の
中
間

見
直
し
を
行
い
、
残
す
５
年
の
再
ス
タ
ー
ト
を
き
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
大
口
町
は
、
財
政
的
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、法
人
町
民
税（
法

人
税
割
）の
税
率
引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、

町
政
運
営
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
先
人
が
知
恵
と
努
力
で
築
い
て
こ
ら
れ

た
、
こ
の
町
の
原
動
力
で
あ
る
産
業
を
衰
退
さ
せ
る

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
町
内
の
道
路
等

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
積
極
的
な
投
資
を
し
、
本
町
に

拠
点
を
構
え
、
町
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
た

企
業
の
皆
様
を
支
援
す
る
と
同
時
に
、
さ
ら
な
る
企

業
誘
致
を
進
め
、『
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
』
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
今
し
ば
ら
く
増
加
傾

向
に
あ
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
、
本
町
の

移
住
・
定
住
支
援
策
や
保
育
施
設
の
充
実
、
奨
学
金

助
成
な
ど
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ
た

成
果
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
若
い
世
代
の
皆
様
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
本
町
に
住
み
続
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

大
口
町
の
子
ど
も
は
、
大
口
町
の
『
宝
』
で
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
権
利
を
保
障
し
た
、
子
ど
も

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
す
る
た
め
、
令
和

４
年
度
か
ら
「
こ
ど
も
条
例
」
の
制
定
に
向
け
た
調

査
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
我
々
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
こ
れ
ま
で
の
生
活

様
式
や
慣
習
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
す
る
た
め
の
暮
ら

し
の
変
化
は
、
新
た
な
生
活
へ
の
１
歩
、
始
ま
り
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。こ
の
変
化
の
時
を
好
機
と
捉
え
、

よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
と
大
口
町
の
発
展
の
た

め
、
精
一
杯
、
施
策
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

大
口
町
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
に
町
制
施
行
60

周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

初
代
、社
本
鋭
郎
町
長
率
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

強
い
想
い
で
自
主
自
立
の
道
を
進
め
ら
れ
た
よ
う

に
、
我
々
も
今
、
60
年
前
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
だ
『
郷
土
お
お
ぐ
ち
』
を
、
ま
た

そ
の
先
の
60
年
後
の
お
お
ぐ
ち
に
引
き
継
げ
る
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
住
民
の
皆
様
や

様
々
な
企
業
・
団
体
の
皆
様
方
と
力
を
合
わ
せ
、
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 　
　
（
令
和
４
年
度
「
施
政
方
針
」
か
ら
抜
粋
・
再
編
）
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※ 令和 3 年度 法人町民税均等割納税義務者数

町の沿革
　明治 22（1889）年10 月の町村制により、富成村、小口村、太田村の３か村ができました。
明治 28（1895）年に小口村の余野地区が柏森村（現扶桑町柏森）に合併されましたが、
明治 39（1906）年には、富成村、小口村、太田村の 3 か村と、柏森村の一部であった
余野が合併し、現在の大口町の基礎である大口村が誕生しました。
　昭和 37（1962）年 4 月には、大口村から大口町になりました。

　産業では純農村だった町が、昭和 30 年代から始まった企業誘致策により、現在では、
約 680 社の企業が立地し、多くの人が働くまでに発展しています。
※
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町
の
位
置
及
び
地
質
・
気
象

　

大
口
町
は
愛
知
県
の
西
北
部
に
あ
り
、
犬
山

扇
状
地
の
東
南
部
に
位
置
す
る「
木
の
葉
」
の

形
を
し
た
ま
ち
で
す
。
東
西
約
3
・
6
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
南
北
約
6
・
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
総
面

積
は
13
・61
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
海
抜
40
メ
ー

ト
ル
か
ら
海
抜
15
メ
ー
ト
ル
の
ゆ
る
や
か
な
傾

斜
に
な
っ
て
お
り
、
地
質
は
木
曽
川
か
ら
の
土

砂
の
堆
積
に
よ
る
沖
積
層
を
な
し
、
耕
作
に
適

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
口
町
は
、
年
間
を
通
じ
て
比
較
的
温
暖
で

降
雨
量
も
適
量

と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
冬

場
は
冷
た
く
乾

い
た
北
西
風「
伊

吹
お
ろ
し
」
が

吹
く
た
め
、
気

温
以
上
の
寒
さ

を
体
感
し
ま
す
。

町の木　もくせい 町の花　さくら

2

1. 桜酵母五条川桜おおぐち　2. ジェラート（麦茶・桜）　3. 酒粕ブッセ おおぐち酒浪漫　4. 麦茶五条川
5. 奈良漬　6. 桜口（おおぐち）サブレー　7. さくらあられ・麦茶あられ　8. 山姫五穀サブレ
1・3・5・6・8は、ふるさと寄附の返礼品としても活用しています。　　

61 7

5

2 3

4

8

自
然

作
物
・
特
産
品　

　
　
　
　
愛
知
県
内
で

は
、
丹
羽
郡
の
み
の
生
産
作
物
。

美
味
し
い
麦
茶
な
ど
に
変
身
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

日
本
桜
の
名
所
百

選
「
五
条
川
桜
並
木
」。
10
年

探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
と
い
う
酵
母
が
、
五
条

川
に
咲
く
1
0
0
0
個
の
桜
の

花
か
ら
１
個
だ
け
採
取
で
き
た

奇
跡
の
酵
母
。
桜
酵
母
を
使
っ

て
日
本
酒
造
り
に
成
功
し
、
他

に
も
漬
物
や
ブ
ッ
セ
な
ど
の
特

産
品
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
は
、
新
た
に
、

桜
酵
母
を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト

や
あ
ら
れ
な
ど
の
特
産
品
が
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

桜
酵
母

六
条
大
麦

史
跡

文
化

小口城の歴史的な移り変わりや出土品などを紹介する「展示
棟」、小口城からの眺望を再現する「物見櫓」、歴史的情緒あふ
れる「門・塀・橋」が皆さんを戦国時代へと誘います。

幕末の文久3（1863）年に再築されたもので、明治35（1902）年に修
理を受けていますが当初の部材を比較的よく残しています。彫刻
は妻側に竜と唐獅子、桁側に狩猟図や騎旅図など何かの古事・物語
の状景が展開されています。

白山神社境内を中心に弥生時代から古墳時代の墳墓群があり、昭
和35（1960）年6月8日に大口町指定文化財第1号となりました。

長
松
寺
の
ご
本
尊
で
県
の
指
定
文
化
財
で
す
。
世
の

中
に
異
変
が
あ
る
時
や
、
信
者
が
災
難
に
あ
っ
た
時

に
は
必
ず
多
く
の
汗
を
か
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

山門は、犬山城の第一黒門を明治9（1876）年に移築したもの。山
門の奥に見える中門は文明7（1475）年、小口城主織田広近によっ
て建立されたと伝えられています。

　3
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ら
れ
な
ど
の
特
産
品
が
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

桜
酵
母

六
条
大
麦

史
跡

文
化
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長
松
寺
の
ご
本
尊
で
県
の
指
定
文
化
財
で
す
。
世
の

中
に
異
変
が
あ
る
時
や
、
信
者
が
災
難
に
あ
っ
た
時

に
は
必
ず
多
く
の
汗
を
か
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

山門は、犬山城の第一黒門を明治9（1876）年に移築したもの。山
門の奥に見える中門は文明7（1475）年、小口城主織田広近によっ
て建立されたと伝えられています。

　　　　4　
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堀尾氏邸宅跡（堀尾跡）

「おおぐち観鋭桜」の植樹

ふれあいまつり

まちづくり座談会

夏休みチャレンジ講座

修学旅行

松江城天守国宝指定 5周年記念式典

堀尾跡公園（堀尾跡）
堀尾金助とその母の「裁断橋物語」をテーマに、子
を想う母の心を後世に伝える歴史公園です。
※金助は堀尾吉晴公の長男といわれています。

堀尾吉晴公をはじめとした堀尾氏累代の邸宅跡。堀尾
氏は織田信長、豊臣秀吉、徳川家康の三英傑に仕え、
出雲・隠岐両国24万石を領したといわれています。

　

松
江
城
と
城
下
町
を
整
備
し
、「
松
江
開
府
の
祖
」
と
称
さ
れ
る
堀
尾
吉
晴
公
の
生
誕
地
が
大
口
町
と
い

う
縁
で
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
8
月
29
日
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　

４
０
０
有
余
年
に
わ
た
る
堀
尾
吉
晴
公
と
の
ご
縁
を
引
き
継
ぎ
、
両
市
町
の
行
政
間
に
お
け
る
情
報
交
換

や
施
策
交
流
、
民
間
交
流
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。

松
江
市
・
大
口
町
姉
妹
都
市
提
携

令和2（2020）年に松江城天守が国宝指定されて5周年を迎え、記念式典が執り行われました。
姉妹都市提携もともに5周年を迎え、松江市と大口町の「縁」が末永く続くよう誓い合いました。

姉妹都市提携５周年の記念として、「おお

ぐち観鋭桜」を松江市旧床几山配水池に
植樹しました。ほかにも交流の証として
松江市内に 「おおぐち観鋭桜」が植樹さ
れています。

大口中学校の3年生が修学旅行で松江市
に出かけ、姉妹都市のきっかけとなった
堀尾吉晴公が築城した松江城を見学しま
した。

「協働」への
取り組み

1999
（平成11年）

情報公開条例を制定
（平成12年4月施行）

2000
（平成12年）

NPO活動促進条例を制定
（平成12年6月施行）

2003
（平成15年）

元気なまちづくり活動推進要綱を制定
（平成18年「まちづくり応援の仕組み」へ移行）

2005
（平成17年）

NPO・ボランティア活動促進の
提言書がNPO活動促進委員から提出される

2006
（平成18年）

第6次大口町総合計画
「まちづくり応援の仕組み」がスタート

町内全ての地域で地域自治組織が設立
2013

（平成25年）

大口町議会基本条例を制定
（平成27年5月施行）

2014
（平成26年）

2009
（平成21年）

大口町まちづくり基本条例を制定
（平成21年6月施行）
町民活動プレセンター「まかせて広場」オープン

2010
（平成22年）

町民活動プレセンターから
町民活動センターに改める

2011
（平成23年）

大口町まちづくりを考える会から
新たな地域自治組織による
協働のまちづくり提案書が提出される

2016
（平成28年） 第7次大口町総合計画

2018
（平成30年） 大口町これからの

地域づくり検討委員会設置
「まちづくり座談会」がスタート

2020
（令和2年） 大口町これからの地域づくり検討委員会から

大口町これからの地域づくり提案書が
提出される

きゅうしょうぎざんはいすいち

おおぐち観鋭桜…大口町の諏訪神社にある古来種エドヒガンをクローン技術により培養した桜。
五条川堤の桜並木の植樹に力を注いだ初代町長「社本鋭郎氏」の一文字を頂き名が付けられました。

ほ
り
お　

よ
し
は
る

かんえつざくら

ほりおせき
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堀尾跡公園

オークマ温水プール（大口町温水プール）

犬山市

江南市

小牧市

北保育園 子育て支援センター

白山ふれあいの森 多世代が集う憩い広場
健康文化センター

（トレーニングセンター 5F）
（大口町歴史民俗資料館 3F）

大 口中学校

扶桑町

41

155

大口町役場

中央公民館

MEGAドン・キホーテUNY大口 店

ヨシヅヤ

大口幼稚園

丹羽消防署
大口町出張所

ラモーナ幼稚園
五条川五条川

カネスエ

バロー

N

愛知県
名古屋市名古屋市

東
名
高
速
道
路

東
名
高
速
道
路

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
新
幹
線

南小学校

大口中学 校

西小学校
西保育園

中保育園

北小学校

北保育園

南保育園
南小学校

西保育園

小口城址公園

オークマグラウンド
（大口町総合運動場）

大口交番
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　9

意
見
や
提
案
を
町
政
へ

　
　

ま
ち
づ
く
り
提
案
会
議

　
　

政
策
検
討
会
議

　
　

意
見
公
募
手
続

　
　

出
前
対
話

　
　

地
域
懇
談
会

　
　

住
民
投
票
制
度

　
　

10 9

まちづくり基本条例みんなで進める自立と共助のまちづくり まちづくり基本条例

みんなで進める自立と共助のまちづくり

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
概
要

み
ん
な
で
進
め
る

自
立
と
共
助
の
ま
ち
づ
く
り

　

大
口
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、
大
口
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
理

念
や
ル
ー
ル
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
、町
議
会
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
「
参
加
」
と
「
協

働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
基
本
規
範
と
な
る
も
の
で
す
。

意
見
や
提
案
を
町
政
へ

　
　

ま
ち
づ
く
り
提
案
会
議

　
　

政
策
検
討
会
議

　
　

意
見
公
募
手
続

1

456

23

次
代
を
担
う
子
ど
も
・
若
者
の
育
成

基
本
目
標
①

　

子
育
て
や
子
ど
も
・
若
者
を
地

域
全
体
で
見
守
り
育
む
こ
と
で
、

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
・
地
域
・

家
庭
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向

　
　

　
　

出
前
対
話

　
　

地
域
懇
談
会

　
　

住
民
投
票
制
度

　
　

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

提
案
を
、
提
案
者
と
一
緒
に
な
っ

て
考
え
ま
す
。

　

重
要
な
条
例
や
計
画
等
を
定
め

る
と
き
は
、み
な
さ
ん
に
説
明
し
、

直
接
、意
見
や
提
案
を
伺
い
ま
す
。

　

重
要
な
条
例
や
計
画
等
を
定
め

る
と
き
は
、事
前
に
案
を
公
表
し
、

メ
ー
ル
等
で
意
見
や
提
案
を
伺
い

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
情
報
を
共
有

　

み
な
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
て
、

町
の
事
業
な
ど
の
説
明
や
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

夢
を
描
き
語
り
合
う

　

ま
ち
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
を
設

け
て
、
懇
談
す
る
機
会
を
つ
く
り

ま
す
。

意
思
を
直
接
示
す

　

ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
な
重
大
な
案
件
の
賛

否
を
、「
住
民
投
票
」
で
意
思
表

示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
6
つ
の
制
度

上
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
確

か
な
学
力
や
個
性
を
伸
ば
し
、
自

立
し
て
生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と

で
、
大
口
町
の
次
代
を
担
う
人
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
③

災
害
や
犯
罪
に
強
く
豊
か
な
生
活
基
盤
を

創
造
す
る

　

災
害
や
犯
罪
、
交
通
事
故
な
ど
か

ら
住
民
の
大
切
な
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
、
災
害
に
強
い
都
市
基
盤

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係

者
間
の
連
携
を
通
じ
て
地
域
の
自
主

的
な
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
活
動

の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
で
快
適
な
日
常
生
活

や
地
域
経
済
の
発
展
を
支
え
る
た
め

に
、
効
率
性
や
安
全
性
、
環
境
に
配

慮
し
た
道
路
環
境
の
整
備
や
、
既
存

ス
ト
ッ
ク
を
活
か
し
た
計
画
的
か
つ

魅
力
的
な
市
街
地
形
成
、
安
全
・
安

心
な
住
ま
い
の
確
保
、
衛
生
的
で
良

好
な
水
辺
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

基
本
目
標
④

人
の
知
恵
・
技
・
情
報
が

活
き
る
元
気
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る

　

よ
り
多
く
の
住
民
が
、
地
域
で
の

居
場
所
や
仲
間
を
得
て
、
生
涯
を
通

じ
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
住
民
の
主
体

的
な
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に

根
ざ
し
た
歴
史
・
文
化
資
源
の
保
全

及
び
次
世
代
へ
の
継
承
、
図
書
館
を

核
と
し
た
ひ
と
・
モ
ノ
・
情
報
・
文

健
康
で
安
心
な
暮
ら
し

基
本
目
標
②

　

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
大
口

町
で
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と

も
に
、
医
療
や
福
祉
、
介
護
等
の
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
包
括
的
な

支
援
体
制
の
構
築
と
、
適
切
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
暮
ら
し
に
お
け
る

支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
地
域
福
祉

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
種
社

会
保
障
制
度
の
啓
発
と
適
正
な
運
用

を
進
め
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

化
の
交
流
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
性
別
や
国
籍
、
文
化
の
違

い
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
互
い
に
尊
重
し
協
力
し

合
え
る
よ
う
に
、
男
女
共
同
参
画
や

国
際
交
流
、
多
文
化
共
生
を
推
進
し
、

多
様
性
を
認
め
合
え
る
活
力
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
に
努
め
ま
す
。

基
本
目
標
⑥

持
続
可
能
な
地
域
経
営

　

将
来
世
代
に
負
担
を
残
す
こ
と
の

な
い
持
続
可
能
な
地
域
経
営
を
推
進

す
る
た
め
に
、
行
政
区
や
地
域
自
治

組
織
の
組
織
・
活
動
の
強
化
・
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
団
体

や
N
P
O
等
の
活
動
支
援
な
ど
に
よ

り
、
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

一
層
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
満
足
度
の
高
い
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
経
営
と
健

全
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、
継
続
的

な
行
政
改
革
と
民
間
活
力
の
積
極
的

な
導
入
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様

な
媒
体
や
手
段
に
よ
る
広
報
・
広
聴

の
充
実
、
情
報
公
開
と
個
人
情
報
保

護
の
適
切
な
運
用
等
に
よ
り
、
住
民

の
意
向
を
反
映
し
た
透
明
性
の
高
い

施
策
・
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
⑤

未
来
へ
と
引
き
継
ぐ
環
境
保
全
と
ま
ち
の
活
力
を
創
造
す
る

　

未
来
に
向
け
て
、
豊
か
な
自
然
環

境
や
快
適
な
住
環
境
を
継
承
し
て
い

く
た
め
に
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ

ク
ル
、
環
境
衛
生
の
推
進
、
生
物
多

様
性
の
保
全
な
ど
に
よ
り
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
循
環
型
地
域
社
会
の
形

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
身
近
な
農

地
や
河
川
、
公
園
、
緑
地
な
ど
の
自

然
環
境
の
保
全
、
整
備
に
よ
り
、
う

る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
成
長
力
の
源
と
な

る
農
業
・
商
業
・
工
業
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
地
域
産
業
の
活
性
化
に
向

け
て
、
産
業
集
積
や
交
通
利
便
性
な

ど
の
強
み
を
活
か
し
た
新
た
な
産
業

の
誘
致
や
育
成
、
既
存
企
業
の
高
度

化
や
人
財
育
成
・
確
保
等
を
進
め
、

合
わ
せ
て
安
定
し
た
雇
用
機
会
の
確

保
・
創
出
に
努
め
ま
す
。

※
人
（
住
民
）
を
ま
ち
の
「
財
」（
＝
宝
）
と
し
て
捉
え
、「
人
材
」
を
「
人
財
」　

と
表
現
し
て
い
ま
す
。



　　　　10　

意
見
や
提
案
を
町
政
へ

　
　

ま
ち
づ
く
り
提
案
会
議

　
　

政
策
検
討
会
議

　
　

意
見
公
募
手
続

　
　

出
前
対
話

　
　

地
域
懇
談
会

　
　

住
民
投
票
制
度

　
　

10 9

まちづくり基本条例みんなで進める自立と共助のまちづくり まちづくり基本条例

みんなで進める自立と共助のまちづくり

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
概
要

み
ん
な
で
進
め
る

自
立
と
共
助
の
ま
ち
づ
く
り

　

大
口
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、
大
口
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
理

念
や
ル
ー
ル
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
、町
議
会
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
「
参
加
」
と
「
協

働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
基
本
規
範
と
な
る
も
の
で
す
。

意
見
や
提
案
を
町
政
へ

　
　

ま
ち
づ
く
り
提
案
会
議

　
　

政
策
検
討
会
議

　
　

意
見
公
募
手
続

1

456

23

次
代
を
担
う
子
ど
も
・
若
者
の
育
成

基
本
目
標
①

　

子
育
て
や
子
ど
も
・
若
者
を
地

域
全
体
で
見
守
り
育
む
こ
と
で
、

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
・
地
域
・

家
庭
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向

　
　

　
　

出
前
対
話

　
　

地
域
懇
談
会

　
　

住
民
投
票
制
度

　
　

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

提
案
を
、
提
案
者
と
一
緒
に
な
っ

て
考
え
ま
す
。

　

重
要
な
条
例
や
計
画
等
を
定
め

る
と
き
は
、み
な
さ
ん
に
説
明
し
、

直
接
、意
見
や
提
案
を
伺
い
ま
す
。

　

重
要
な
条
例
や
計
画
等
を
定
め

る
と
き
は
、事
前
に
案
を
公
表
し
、

メ
ー
ル
等
で
意
見
や
提
案
を
伺
い

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
情
報
を
共
有

　

み
な
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
て
、

町
の
事
業
な
ど
の
説
明
や
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

夢
を
描
き
語
り
合
う

　

ま
ち
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
を
設

け
て
、
懇
談
す
る
機
会
を
つ
く
り

ま
す
。

意
思
を
直
接
示
す

　

ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
な
重
大
な
案
件
の
賛

否
を
、「
住
民
投
票
」
で
意
思
表

示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
6
つ
の
制
度

上
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
確

か
な
学
力
や
個
性
を
伸
ば
し
、
自

立
し
て
生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と

で
、
大
口
町
の
次
代
を
担
う
人
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
③

災
害
や
犯
罪
に
強
く
豊
か
な
生
活
基
盤
を

創
造
す
る

　

災
害
や
犯
罪
、
交
通
事
故
な
ど
か

ら
住
民
の
大
切
な
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
、
災
害
に
強
い
都
市
基
盤

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係

者
間
の
連
携
を
通
じ
て
地
域
の
自
主

的
な
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
活
動

の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
で
快
適
な
日
常
生
活

や
地
域
経
済
の
発
展
を
支
え
る
た
め

に
、
効
率
性
や
安
全
性
、
環
境
に
配

慮
し
た
道
路
環
境
の
整
備
や
、
既
存

ス
ト
ッ
ク
を
活
か
し
た
計
画
的
か
つ

魅
力
的
な
市
街
地
形
成
、
安
全
・
安

心
な
住
ま
い
の
確
保
、
衛
生
的
で
良

好
な
水
辺
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

基
本
目
標
④

人
の
知
恵
・
技
・
情
報
が

活
き
る
元
気
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る

　

よ
り
多
く
の
住
民
が
、
地
域
で
の

居
場
所
や
仲
間
を
得
て
、
生
涯
を
通

じ
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
住
民
の
主
体

的
な
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に

根
ざ
し
た
歴
史
・
文
化
資
源
の
保
全

及
び
次
世
代
へ
の
継
承
、
図
書
館
を

核
と
し
た
ひ
と
・
モ
ノ
・
情
報
・
文

健
康
で
安
心
な
暮
ら
し

基
本
目
標
②

　

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
大
口

町
で
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と

も
に
、
医
療
や
福
祉
、
介
護
等
の
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
包
括
的
な

支
援
体
制
の
構
築
と
、
適
切
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
暮
ら
し
に
お
け
る

支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
地
域
福
祉

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
種
社

会
保
障
制
度
の
啓
発
と
適
正
な
運
用

を
進
め
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

化
の
交
流
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
性
別
や
国
籍
、
文
化
の
違

い
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
互
い
に
尊
重
し
協
力
し

合
え
る
よ
う
に
、
男
女
共
同
参
画
や

国
際
交
流
、
多
文
化
共
生
を
推
進
し
、

多
様
性
を
認
め
合
え
る
活
力
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
に
努
め
ま
す
。

基
本
目
標
⑥

持
続
可
能
な
地
域
経
営

　

将
来
世
代
に
負
担
を
残
す
こ
と
の

な
い
持
続
可
能
な
地
域
経
営
を
推
進

す
る
た
め
に
、
行
政
区
や
地
域
自
治

組
織
の
組
織
・
活
動
の
強
化
・
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
団
体

や
N
P
O
等
の
活
動
支
援
な
ど
に
よ

り
、
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

一
層
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
満
足
度
の
高
い
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
経
営
と
健

全
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、
継
続
的

な
行
政
改
革
と
民
間
活
力
の
積
極
的

な
導
入
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様

な
媒
体
や
手
段
に
よ
る
広
報
・
広
聴

の
充
実
、
情
報
公
開
と
個
人
情
報
保

護
の
適
切
な
運
用
等
に
よ
り
、
住
民

の
意
向
を
反
映
し
た
透
明
性
の
高
い

施
策
・
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
⑤

未
来
へ
と
引
き
継
ぐ
環
境
保
全
と
ま
ち
の
活
力
を
創
造
す
る

　

未
来
に
向
け
て
、
豊
か
な
自
然
環

境
や
快
適
な
住
環
境
を
継
承
し
て
い

く
た
め
に
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ

ク
ル
、
環
境
衛
生
の
推
進
、
生
物
多

様
性
の
保
全
な
ど
に
よ
り
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
循
環
型
地
域
社
会
の
形

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
身
近
な
農

地
や
河
川
、
公
園
、
緑
地
な
ど
の
自

然
環
境
の
保
全
、
整
備
に
よ
り
、
う

る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
成
長
力
の
源
と
な

る
農
業
・
商
業
・
工
業
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
地
域
産
業
の
活
性
化
に
向

け
て
、
産
業
集
積
や
交
通
利
便
性
な

ど
の
強
み
を
活
か
し
た
新
た
な
産
業

の
誘
致
や
育
成
、
既
存
企
業
の
高
度

化
や
人
財
育
成
・
確
保
等
を
進
め
、

合
わ
せ
て
安
定
し
た
雇
用
機
会
の
確

保
・
創
出
に
努
め
ま
す
。

※
人
（
住
民
）
を
ま
ち
の
「
財
」（
＝
宝
）
と
し
て
捉
え
、「
人
材
」
を
「
人
財
」　

と
表
現
し
て
い
ま
す
。



　

人
口
減
少
時
代
・
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
本
町
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的

に
発
展
し
て
い
く
上
で
今
な
す
べ
き
こ
と
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
３
つ
の
テ
ー

マ
を
「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
」
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。
様
々
な
分
野
に
横
断
す

る
「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
」
に
基
づ
き
、
相
乗
効
果
を
発
揮
さ
せ
な
が
ら
各
施
策
・

事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略

バランスある人口構成を持続させていくための戦略 

　実施方針１　子育て世代の移住・定住の促進

　実施方針２　子どもを産み育てるサポート体制の充実

　実施方針３　将来に夢が持てる確かな学びの推進

若い世代の定住・
子育て支援

安心・幸せな健康長寿社会形成のための戦略

実施方針１　健康寿命の延伸

実施方針２　住み慣れた地域で安心して住み続けられる
　　　　　　地域福祉活動の推進

実施方針３　持続可能な地域経営・行政経営の推進

健やかな暮らしづくり

将来世代の経済的な豊かさのための戦略

実施方針１　既存産業の売上アップ

実施方針２　新たな企業の立地促進

実施方針３　優秀な労働力の持続的な確保

活力ある産業づくり
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